
158 　2025年7月号

第4回 リモート機能プッシュ /フェッチ/プルを使ってみる 松岡 貴志，高瀬 英希

もっと深掘り!
Git&GitHub

　本連載では，Git/GitHubを継続的に安心して使い
こなせるようになるための機能やテクニックを解説し
ています．
　これまでの連載記事では，バージョン管理や変更履
歴の検索など，ローカルPCでの作業で使えるGitの
機能を紹介してきました．これらの機能だけでも価値
はありますが，やはりGitはサーバなどにあるリモー
ト環境と連携してこそ真価を発揮します．

今回は，図1に示すようなGitのリモート機能につ
いて解説します．

リモート・リポジトリとやり取りを行う「プッシュ」
と「フェッチ」，ローカルとリモートの状態を同期す
る役割を持つ「リモート・トラッキング・ブランチ」，
ブランチを追跡するための機能，さらにリモートの変
更を取り込む「プル」について紹介していきます．

Gitのリモート機能

● できることと嬉しいこと
Gitのリモート機能は，ローカルのリポジトリとリ

モートのリポジトリを連携する機能を提供します．

リモート・リポジトリとのやりとりは，先にリモー
ト・リポジトリのURLに名前を付けて登録しておき，
この名前を使ってプッシュ（アップロード）やフェッ
チ（ダウンロード）を行います．ここではこれをリモー
トと記します．

リポジトリ同士のやりとりはブランチ単位で行われ
ます．Gitのリモート機能を使うと，サーバやクラウ
ド上のリポジトリにバックアップを取ったり，これを
ローカルにリストアしたりできます．
　また，複数のメンバでリモート・リポジトリを共有
することで，変更内容を同期・管理したり，チーム開
発を効率的に実現したりできます．これにより，安全
なデータ管理と共同作業がスムーズに進む環境を整え
ることができます．

● リモート機能のためのGitHub
Gitのリモート機能を使うためには，やりとりする

相手先の環境を用意する必要があります．
　例えば同じ会社や所属内にあるサーバやクラウド・
サービスなどがありますし，同じPC内の別ディレク
トリに用意することもできます．

第1回　Gitが情報を記録する仕組み（2025年1月号）
第2回　タグとブランチ戦略（2025年2月号）
第3回　変更履歴の表示と検索（2025年5月号）

remotes/origin/main

main developリモート・リポジトリ

ローカル・
リポジトリ

フ
ェ
ッ
チ

プ
ル

プ
ッ
シ
ュ

main
追跡設定

origin
リモート

リモート・ブランチ

リモート・トラッキング・ブランチ

ローカル・ブランチ

転送はブランチ単位

ローカル・ブランチがあるときはマージ

リモート・リポジトリ
とのやりとりに
リモート登録が必要

リモート指定を簡略化

リモート・ブランチのコピーで，
読み取り専用

図1　
ローカル・リポジトリと
リモート・リポジトリの
連携

ご購入はこちら

https://interface.cqpub.co.jp/magazine/202507/
https://shop.cqpub.co.jp/hanbai/booklist/series/Interface/



